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   A new contrast medium for the urinary tracts and blood vessels,  DR'-108, was used 

in 50 cases for intravenous pyelography and 24 cases for renal arteriography. For the 

same subjects, 76 % Diatrizoate was used to compare the contrasting effect, speed of 

administration and side effect of DR-108. The results obtained are summarized as fol-

lows. 

   1) The contrasting effect of DR-108 was almost identical or better in some cases 

than Diatrizoate to obtain clear pyelogram or renoarteriogram. 

   2) For both of intravenous pyelography and renal arteriography DR-108 was able to 

give  rapidly. The intravenous administration was easily completed within 39 second as 
the average for IVP and at the speed rate of 10 ml per second for renoarteriography, in 

which this rate is requested to obtain clear contrast. 

   3) As the side effect, no noticeable evidence was observed in both of IVP and renal 

arteriography. Effect of  DR-108, of which massive dose was given into abdominal aorta of 

adult dog, on the kidney was studied by renal biopsy and determination of blood NPN 

and the results showed no remarkable change following administration. 

   The above results suggest that DR-108 is an excellent contrast medium for the urinary 

tract and blood vessels.

　　　　　　 1　 緒　 　 　 　 　言

　最近新尿路 ・血管造影剤 としてIothalamate

のMeglucamin塩(Conray)とNa塩(An-

gioconray)が 開 発 さ れ,教 室 に お い て も

Conrayに っ いては,そ の使用経験 を発表 して

い る1).し か し,今 回 さらにIothalamateの

Na塩 と してDR-108な る尿路 ・血 管造影剤が

第一製薬 よ り提供 され たので,こ の造影剤を静

脈性腎孟造影法 および腎動脈造影法 に使用 し,

さ らにそ の造影効果,副 作用 などにつ き従来使

用 されてい る造影剤 と比較 して,2,3の 知 見

を え た の で,こ こ に 報 告 す る.

　 　 　 　 　 　 ■　 組 　 　 　 　 　成

　DR-108は5-Acetoamid-2'4'6-Triiod-N-Methyl・

iothalamate　 acid-Na-sa1し を66,8w/v%に 含 有す

る滅 菌 水 溶 液 であ り,そ の 構 造 式 は 図1の ご と くであ

る.そ の ヨ ー ド含 量 は40w/v%,ま た 粘 稠 度 は25℃

で6・7cps,37℃ で4.4cps,　 pHは7.35～7.43で あ

る.

　 　 　 　 　 皿 　 症 例 お よ び 使 用 方 法

　 DR-108を 使 用 した 症 例 は,当 科 入 院 お よび 外 来患
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者であり,そ の使用例を造影方法別に分けると,静 脈

性腎孟造影法を行なったもの50例,経 腰的腹部大動脈

造影法5例,逆 行性腹部大動脈造影法6例,選 択的腎

動脈造影法13例 の計74例 である.と くに静脈性腎孟造

影法を施行した症例のうち20例 は,同 一症例に他の同

一ヨード含量を示す造影剤を使用し,そ の腎孟像を比

較検討した,

っ ぎにDR-108の 使用方法は,静 脈性腎孟造影法

では20mlを 使用し,静 脈内注入後尿管を圧迫して

7分 および15分 後に撮影を行なった.さ らに経腰的腹

部大動脈造影法および逆行性腹部大動脈造 影法 では

40ml,選 択的腎動脈造影法では7～10m1を10ml/sec

の速 さで注入して撮影を行なった.

なお他の造影剤との比較を行なう場合には,Diatr-

izoateのMethylglucamin塩 お よびNa塩(76%

Urografin)を 使用して,撮 影手技をDR-108使 用時

と同一にして,鮮 明度,造 影剤注入の速さ,副 作用な

どについて検討した.

表1.静 脈性腎孟造影像の比較
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1,静 脈性腎孟造影法

1)静 脈内注入速度

50例 にDR-108を 用いて静脈性腎孟造影法を施行

したが,同 一時期にDiatrizoateを 使用した65例 と

静注速度について検討してみた,

なお,こ の場合,条 件を一定にするために室温は23

～25℃,注 射針は外径1mm,注 射筒は50m1の もの

を使用し,造 影剤は室温放置のものを使用した.

その結果,ま ずDR-108に つ いてみると,注 入に

要した時間 は13～120秒,平 均39秒 で あ ったが,

Diatrizoateで は32～270秒,平 均120秒 であった .す

なわちDR-108で は,比 較的容易にして速やかに 注

入しうることがわかる.

2)腎 孟像について

著者ら3名 が各々別個にDR-108使 用例の腎孟像

の鮮明度を検討した.こ の場合,便 宜上腎孟像を1～

皿度に分類し,1度(帯)と は鮮明な腎孟像を示した

もの,H度(朴)と は腎杯または腎孟の一部が造影剤

で充温されないもの,H[度(+)と は腎孟像が不鮮明

なものとした.

以上の規準により,著 者ら3名 の判定を下したDR-

108使 用例の成績は衷1に 示したごとくで,第1度40

例,第H度5例,第 皿度5例 であった.

つ ぎにDR-108の 使用期間と同じ時期に静脈性腎

孟造影法にDiatrizoateを 使用した50例 についても,

同様にしてその腎孟像を分類してみると,第1度35例,

第H度10例,第IH度5例 で あ り,DR-108使 用例 との

間 に は あ ま り著 明な 差 は 認 め られ なか った.

3)同 一 症 例 に おけ る他 の 造影 剤 との 比 較

DR-108とDiatrizoateと を 同一 患 者 に使 用 して,

そ の 腎 孟 像 の鮮 明度,副 作 用 な どに つ き検 討 を行 な っ

た.な お 使用 対 象 は,当 科 入 院患 者 で,腎 機能 正 常 例

10例,1側 腎 機能 障 害 例5例,両 側 腎 機 能 障害 例5例

の計20例 で あ る.

i)腎 機 能 正 常 例

DR-108お よびDiatrizoateを10例 に おい て 同 一

症 例 に 使 用 し,静 脈 性 腎 孟 造 影法 を 行 な っ た.そ の 成

績 は 表2に 示 す ご と くで,造 影 剤 はDR-108お よび

Diatrizoateと もに20m1で あ る.ま ず,こ の場 合 の

静 脈 内注 入 に要 した 時 間 につ いて み る と,DR-108で

は13～45秒,平 均27.2秒 で あ るのに 対 し,Diatrizoate

で は50～220秒,平 均83,4秒 で あ った.つ いで 腎 孟 像

に つ い て 比較 す る と,DR-108お よびDiatriz。ateの

い ず れ を 使 用 し た場 合 で も,腎 孟,腎 杯,尿 管 は ほ ぼ

満 足 す べ き状 態 で造 影 され て いた が,同 一 症 例 に お け

る腎 孟 像 を使 用 造 影 剤 に よっ て対 比 して み る と,腎

孟,腎 杯 の影 像 の濃 度 に 多少 の差 が あ る ことが 認 め ら

れ た.そ の濃 度 差 の程 度 を示 した の が表2で,こ れ で

み る とや や腎 杯 の輪 廓 が不 明瞭 な 粁 がDR-108の7分

撮 影 で は6例,15分 撮 影 で は 全 く認 め られ な い の に対

し,Diatrizoateで は7分 撮 影 で 十t-)b:8例,15分 撮 影

で は2例 に認 め られ た(図2,a,b)

さ ら に副 作 用 につ い てみ る と,DR-108で は症 例1

に 悪心 を,症 例4に 口腔 内熱 感 が 認 め ら れ た が,

Diatrizoateで は症 例2,4,7お よび8に 悪 心 を,さ

らに症 例1に 悪 心,嘔 吐 が認 め られ た.と くにDR-108

で副 作 用 の 認 め られ た 症 例1お よび4で は,Diatriz-

oateに よ って 副作 用 の程 度 が さらに 強 く 認 め られ て

い る.

ii)1側 腎機 能 障 害 例

腎 結 核 症4例,水 腎 症1例 の 計5例 に 対 し,同 一 症

例 にDR-108お よびDiatrizoateを 使 用 し比較 検 討

を 行 な った(表3)
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表2,腎 機 能 正 常 例

症 例

1.S.T。

2.T.N.

3.A.N.

4.K,Z.

5.W,H.

6.S,Y.

7、T.K.

8.S.S.

9.S.K.

10.S.M.

年令.性

30.♀

49.6

69.♀

34.6

30.♂

20.♂

23.6

50.δ

26.♂

47.6

疾 患 名

右重複腎孟尿管

慢性前立腺炎

左重複腎孟尿管

慢性前立腺炎

左陰褒水腫

右残腎結核疑

左 〃

外傷性尿道損傷

左精液瘤

左急性睾丸副睾
丸炎

DR-108

蓼髪剤灘
(m1)

「

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

(秒)
32

20

38

16

20

22

45

31

13

35

静脈性腎孟!
造影 副作用
7分il5分1

帯

冊

冊

帯

悪心

(一)

(一)

口腔 内

熱 感

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(D

Diatr三zoate

造影翔
の量

(ml)

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

注 入速 度

(秒)
58

100

75

50

70

56

220

75

50

80

謙 匪腎孟
造影
7分P15分

副作用

!
督}帯

絹 辮

什1冊
ミ

卦1粁

刑 朴
耕 帯

刑 冊

1冊

帯 柵

廿 冊

感心,
嘔吐

悪心

(」)

悪心

(一)

(一)

悪心

悪心

(一)

(一)

表3.1側 腎機能障害例(患 側)

症 例

1.U.K.

2.S.H,

3.K.K.

4.K.S.

5.K.K.

年令.性

23。 ♀

27.♀

23.♀

21.♀

65.9

疾 患 名

右腎結核

左 〃

左 〃

右 〃

右水腎症

DR-108

遭影瑚
の量

(ml)

20

20

20

20

20

注 入
速 度

(秒)
35

60

50

42

58

静脈性腎孟
造影
7分Il5分

十

±

十

十

±

十

副作用11

(一)

(一)

悪 心

嘔 吐

(一)

(一)

Diatrizoate

撫 蝶竿鷺
20

20

20

20

20

(秒)
75

180

225

80

212

±

±

±

十

十

±

十

副作用

悪心

(一)

悪 心

嘔 吐

(一)

悪心

まず 造 影剤 の注 入 量 は20m1で あ るが,こ の場 合 の

静 脈 内注 入速 度 につ い て み る と,DR-108で は35～60

秒,平 均49秒 であ るの に 対 し,Diatrizoateで は75～

225秒,平 均156秒 で あ った.

っ い で 静脈 性 腎 孟 造 影像 に お け る患 側 の造 影 状 態 に

つ い て 比 較 し てみ る と,症 例1で は7分,15分 撮 影 と

もに,ま た 症 例3で は7分 撮 影 でDR・108使 用 時 に

Diatrizoate使 用 時 よ りも明 瞭 な 腎孟 像 が え られ て い

る(図3,a,b)さ らに 副 作 用 につ い て み る と,

DR-108で は症 例3で の み 悪心 ・嘔 吐 が み られ たが,

Diatrizoateで は症 例1お よび5で 悪 心 が,症 例3で

悪 心 ・嘔 吐 が み られ て い る,

iii)両 側 腎機 能 障 害 例

両 側 腎 結 核2例,嚢 胞 腎3例 の計5例 に対 し,同 一

症 例 でDR408お よびDiatrizoateを 用 い て静 脈 性

腎 孟 造 影 法 を施 行 し,比 較 検 討 を行 な った(表4)

まず 造 影 剤 の 使 用 量 は 各20m1で あ るが,こ れ らの 静

脈 内注 入 速 度 に つ い て み る と,DR-108で は38～60秒,

平 均50.2秒 で あ る のに 対 し,Diatrizoateで は75～

225秒,平 均155,4秒 で あ った.

つ い で 静脈 性 腎 孟 造 影 壕 に つ い て み る と,症 例1で

は7分,15分 撮 影 で,症 例3で は15分 撮 影 で,DR-108

使 用時 にDiatrizoate使 用 時 よ り も,よ り明瞭 な 腎

孟 像 が え られ て い る(図4,a,b)さ らに 副 作 用

につ い て み る と,DR-108使 用 時 に は 症 例3お よび5

に お い て 悪 心 が み られ た が,Diatrizoate使 用 時 に は

症 例1お よび2で 悪心 が,症 例3お よび5で 悪 心 ・嘔

吐 が 認 め られ た.

iv)小 括

同一 症 例にDR-108お よびDiatrizoateを 使 用 し

て 静 脈性 腎 説造 影 法を 行 な い 比 較 して み る と,造 影 剤

の 静 脈 内 注 入は,DR・108で はDiatrizoateVこ 比 し
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表4.両 側腎機能障害例

症 例

1,0.Y.

2.E.T.

3.S.S.

4.1.S.

5.1.T.

年令.性

26.♀

36.9

39.♀

36.6

30.6

疾 患 名

両側腎結核

〃

嚢胞腎

〃

〃

DR-108

造影剤
の量

(m1)

注 入
速 度

静脈性腎孟
造影
7分115分

副作用

Diatrizoate

20

20

20

20

20

(秒)
50

60

50

38

53

造影剤
の量

(m1)

十

±

十

±

十

十

十

±

1(
一)1

(一)…

悪 心

(一)

20

20

20

20

帯 憾bl、 。
ll

注 入
速 度

(秒)
142

180

220

160

180

静脈性腎孟
造影
7分115分

±

±

十

土

十

十

十

十

±

十

副作用

悪心

悪心

悪心
嘔吐

(一)

悪心
嘔吐

て容易で,Diatrizoate注 入に要する時間の約1/3

で注入が可能であった.つ いで腎孟造影像についてみ

ると,DR-108,Diatrizoateと もにほぼ同程度に造影

されていたが,そ の細部にわたって検討すると腎機能

正常例では,腎 杯の辺縁の描出がDR-108使 用時に

おいてDiatrizoateよ りも鮮明であった,

また1側 あるいは両側腎機能障害例につ い て み る

と,お のおの2例 においてDR-108使 用時が,Diat-

rizoate使 用時よりやや明瞭な腎孟像を示していた,

さらに副作用についてみると,DR-108使 用時よりも

Diatrizoate使 用時において副作用発現頻度はやや高

く,こ れは腎機能障害例において強くなる傾向が認め

られた.

2.腎 動脈造影法

i)経 腰的腹部大動脈造影法

DR-108を5例 に使用し,Diatrizoate使 用時と比

較してみた.こ の場合,造 影剤の使用量は お のお の

40m1で,LuerLock式 の50mlの 注射筒に吸引し,

16Gageの 穿刺針と注射筒の間は外径0.8cm,長 さ

20cmの ポ リエチレン ・チュ…ブで接続して手動式に

造影剤を注入した。

まず造影剤注入の速度を 比較してみると,DR-108

使用時には40mlを4秒 以内で,容 易に注入しえた

が,Diatrizoate使 用時には5～7秒 を要し,こ のた

めに約30℃ に加温して注入しなけれぽならな か っ

た.す なわちDR-108を 使用する場合には,腎 動脈

造影法で要求されている造影剤注入速度,10m1/sec

で注入が容易に行ないうることは特記すべきことであ

る,

つぎに腎動脈造影豫についてみると,DR-108お よ

びDiatrizoate使 用例ともに,腎 内動脈枝の細部ま

で明瞭に描出することができた(図5,a,b)す

なわち腎動脈像上では,両 者の間に差を認 め な か っ

た.つ いで副作用の点についてみると,DR-108使 用

例では正確に腹部大動脈を穿刺していたにもかかわら

ず5例 中3例 が造影剤注入時に軽度の痙痛(血 管痛)

を訴えた.こ れに対し最近行なったDiatrizoate使 用

20例 の経腰的腹部大動脈造影法では5例 に同様な瘍痛

がみられている.こ の点よりDR-108に よりおこる

血管痛発現 頻度は,Diatrizoateよ り多いものとい

える。

ii)逆 行性腹部大動脈造影法

DR-108を6例 に使用して,Diatrizoate使 用時 と

比較してみた.術 式はSeldinger法 により経皮的に

大腿動脈よりカテーテルを腹部大動脈に逆行性に挿入

し,腎 動脈分岐部の高さで造影剤を注入した。なお使

用カテーテルはKifa社 のYellowCatheterで,先

端に側孔を3個 あけて使用した.ま た造影剤は50m1

のLuerLock式 注射筒におのおの40mlを 吸引し,

これを手動式に注入した.

まず造影剤注入速度についてみ る と,DR-108は

40miを4秒 以内で注入することができたが,Diatr-

izoate.で は40mlを 注入するのに5～7秒 を要した.

すなわち逆行性腹部大動脈造影法でも,前 項の経腰的

方法と同様に,DR-108使 用時に造影剤の注入が容易

であった.

つぎに腎動脈像上の鮮明度を比較してみると,DR-

108お よびDiatrizoate使 用例ともに腎動脈および

腎内末梢血管枝まで鮮明に描出され,こ の間には差が

あまり認められなかった.つ いで副作用についてみる

と,DR・108使 用例では全例において腰 ・腹部から下

肢にかけての熱感を訴えたが,こ れは最近施行の20例

のDiatrizoate使 用例でも同様で,全 例に同様な愁

訴が認められた.

iii)選 択的腎動脈造影法

DR-108は13例 に使用したが,こ のうち6例 では同

一患者で1側 腎動脈にはDR-108を,他 側にはDiat-

rizoateを 注入して,こ の両者の間の造影力や副作用
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に つ い て検 討 した.な お,注 入 に 用 い た カ テ ー テ ル

は,Kifa社 のGreenCatheterで,造 影 剤 はDR-108

お よびDiatrizoateと もに7～10m1を 使 用 して 手

動 式 に 注入 し一i"おの おの2回,撮 影 を行 な った.

まず 造 影 剤 注 入 の難 易 に つ い て 検 討 した が,経 腰 的

方法および逆行性カテーテル法と同様に,DR-108使

用時には非常に楽に注入することができた.

つ ぎに腎動脈造影像上の比較を行なったが(表5),

DR-108の みを使用した症例1～7に おいては勿論,

同一症例でDiatrizoate使 用時と比較した症例8～

表5.選 択的腎動脈造影法

症 例

1.S.T.

2.A.M.

3.T.A.

4、S.M.

5.Y.1.

6.K.S.

7.S.1.

8.1.K.

9.T.K.

10.S.H,

H.Y.M.

12,0.R.

13.M.Y.

年令.性

30.♀

41.♀

39.♀

32.♂

17.3

22.6

40.♂

30.6

42.9

29.♀

62.♀

19,♂

50.6

疾 患 名

左腎結核

左 〃

右 〃

左 〃

左腎瘍腫疑,.

腎性血尿

〃

左水腎症

右慢性腎孟腎
炎性萎縮腎

左腎結核

腎性血尿

〃

右腎嚢胞

DR-IO8 Diatrizoate

量 ・回

数

(ml)

9×2

10×2

10×2

7×2

10×2

7×2

10×2

10×2

7×2

10×2

10×2

10×2

7×2

腎動脈造影像

惜

帯

冊

副作用 霞 回
(m1)

血 管 痛

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

血 管 痛

(一)

血 管 痛

(一)

(一)

(一)

(一)

10×2

7×2

10×2

10×2

10×2

7×2

腎動脈造影
像

帯

副作用

(一)

血 管痛

(一)

(一)

(一)

血 管痛

13で も,腎 動 脈 は 末 梢 まで鮮 明に 造影 せ られ,こ れ は

Diatrizoateを 他 側 腎 動脈 に注 入 した症 例8～13で も

同様 で,造 影 力 ではDR-108お よびDiatrizoateの

間 に 差 が 認め られ な か った(図6)つ い で 副作 用 に

っ い て み る と,DR-108を 単 独 に使 用 した もの では 症

例1お よび7に 血 管 痛 が認 め られ,DR-108お よ び

Diatrizoateを 使用 した 症 例8～13で は,症 例9が

DR-108お よびDiatrizoateで 血 管 痛 を,症 例13で

はDiatrizoate使 用 時 の み に 血管 痛 が 認 め られ て い

る.

iv)小 括

各 種 腎 動脈 造 影 法,す なわ ち経 腰 的 腹部 大 動 脈 造 影

法,逆 行性 腹 部 大 動 脈 造影 法 お よび選 択 的 腎 動 脈 造 影

法 にDR-108を 使 用 し,Diatrizoate使 用 時 と注 入

の 難 易,造 影 力 お よび 副作 用 に つ い て比 較 検 討 して み

た.そ の結 果,い ず れ の 造影 法 にお い て もDR-108を

使 用 した場 合 に は,Diatrizoate使 用時 よ りも容 易 に

注 入 し うる こ とが わか った,つ ぎに腎 動 脈 の 造 影 状態

にっVgて み る と,DR-108お よびDiatrizoate使 用時

ともに,腎 動脈は末梢まで鮮明に描出する こ とがで

き,こ の両者の間には差が認められなかった.つ いで

副作用についてみると,い ずれの造影法にお い て も

DR-108とDiatrizoate使 用時には副作用の発生頻

度に著明な差は認められず,い ずれもその程度は軽度

なものであったが,血 管痛のみについていえば,DR-

108使 用時にやや多 く認められる傾向にあった.

以上腎動脈造影法に お い て は,DR-108お よ び

Diatrizoateの 間にあまり差は認められなかった.

V成 犬における腹部大動脈造影

施行後の造影剤の腎に及ぽす影響

前記の腎動脈造影法においてはいずれも造影 剤 を

15～40m1と 比較的少量を使用した場合の成績である

ので,DR・108を 大量に,し かも繰返して注入した場

合の腎に対す る影響について,成 犬を用いて実験を行

なってみた.

1,実 験材料および方法

体重15～16Kgの 成犬を用いて,イ ソゾール麻酔の
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もとに背臥位に固定し.大 腿動脈を露出して切開を旗

え,V線 透視下において心カテーテル(Fユ0)を 逆行

性に腹部大動脈に挿入,第3腰 椎上部の高さで造影剤

を注入した.注 入量は2ml/Kg,す なわち301nLお よ

び32mlを5分 間隔で2回,計60お よび64m1を

10ml/secの 速度で注入した.な お造影剤注入の3日

前および注入3日,7日,15日 後に腎生 検 をVim-

Silvefman型 生検針を用いて施行し,造 影剤の腎実

質に対する影響を検索するとともに,腎 生検と同様の

日時に血中残余窒素の測定をも行なって比較検討して

83τ

みた。

2.腎 生検像

採取した腎組織片はZenker液 による固定後,過

沃素酸シップ染色(PAS染 色)お よびHoematoxy-

lin-Eosin染 色を行なって検索したが,と くにPAS

染色により病変の判定を行なった.

っ ぎに観察方法については,糸 球体,BoWman戊

嚢,細 尿管,間 質および血管の5つ に分け,そ れぞれ

の部位について造影剤注入前と注入後の腎生検縁の変

化の有無を検討した(表6)

表6.成 犬における腹部大動脈造影施行後の造影剤の腎実質におよぼす影響(腎 生検法による)

轡
腎生検
施行時期

大動脈造影法施行前

造影法施行3日 後

〃7日 後

〃15日 後

No.6615kg

糸球体1聖m劉 細尿管 間 質 血 管

十

士

士

No.8616kg

糸球体慶m膿1細 刷 間則 血 管

十

十

土

土

まずNo.6に ついてみると,造 影剤注入3日 後に

はMesangiumの 核増加が認められるのみであった

が(図7),7日 後および15日 後には,こ の変化はわ

ずかに残存しているにすぎず,そ の他の部位には変化

を認めなかった.つ いでNo.8に つ いて み る と,

Mesangiumの 核増加と細尿管にCastを わずかに認

めたが,7日 後にはMesangiumの 核増加,小 動脈

の内膜の軽度の肥厚を認めたが,Castは 認められず,

さらに15日 後にはMesangiumの 核がわずかに増加

している所見であった(図8)

以上2例 における腎生検像について述べたが,こ れ

らの変化はいずれも造影剤注入3日 および7日 後にお

いて強く現われている,し かし日時を経るとともに軽

度となり,15日 後にはいずれもMesangiumの 核増

加をわずかに認めるにすぎない,な おDR-108と 同

様の実験はConray,Angioconrayお よびDiatriz-

oateに ついても施行しているが,そ の成績はすでに

発表しているので省略した1)

3.血 中残余窒素(NPN)

成犬 の腹部大動脈に逆行性にカテーテルを挿入して

造影剤を4ml/Kgを 注入した直後,さ らに3日,7

日,15日 後に末梢静脈 より採血してNPNを 測定し,

これを造影剤注入前値と比較してみた(図9)

まずNo,6に ついてみると,造 影剤 注 入 前23.4

mg/d1で あつたものが,造 影剤注入直後には24・3mg/

d1と ほ とんど変動を示さず,こ れが3日 後には37.5

rng/d1と やや上昇するが7B後 には34・5rng/ ,dl・15

日後には33.6rng/d1と 下降を示してい る.つ い で

No.8に つ いてみると,造 影剤注入前22.3mg/d1で

あったが,造 影剤注入直後には31.8mg/dl,3日 後に

は36.9mg/dlと 上昇するが,7日 後には32・5m/d1

15日 後には25.Omg/dlと 下降している.す なわ ち

No.6お よび8で ともに造影剤注入3日 後にNPNは

上昇するが,以 後 日時の経過とともに下降している.

またこの変動の範囲は15mg/d1以 内であった,

4.小 括

DR-108を 大量に投与した場合の腎実質に与える影

響を腎生検像より,ま た腎機能の変 化 をNPNの 変

動で観察したが,腎 生検像でみられる変化はMesan-

giumの 核増加が主で,こ の変化は造影剤注入3日 お

よび7日 後にもっとも強くあらわれたが,15日 後には

非常に軽度となっていた.ま たNPNで は造影剤注

入3日 後の上昇がもっとも大きいが,以 後日時の経過

とともに減少し,そ の変動の範囲も15mg/d1以 内で

あった.す なわち腎生検像にみられる変化と,NPN

の変動のパターソはほぼ一致しているといえる.ま た

腎生検像およびNPNよ りみて,DR-108を 大量に腹

部大動脈造影に使用しても,腎 障害をほとんど与えな

いといえる.

VI考 按ならびに総括
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DR-108はIothalamate群 に 属す る新尿路 ・

血 管造影剤で あるが,こ の群に属す る造影剤 と

してはすでに本邦で市販 さ れ て い る も の に

Conrayお よびAngioconrayが あ る.こ の

DR-108は,そ の化学構造 より云 えば,Iotha1-

amateのNa塩 で あ るためAngioconrayと

同一 の構造 を有 し,た だ その ヨー ド含 有 率 が

Angioconrayで は48.Ow/v%で あ るのに対

し,DR-108で は40.Ow/v%と 幾 分少 い もの

である.ま た最近 アメ リカでは,DR-108と ほ

ぼ伺様の化学構造,ヨ ー ド含有 率 を示す造影剤

としてConray-400が 使 用 され ている.

ゆ えに まず アメ リカにおけ るConray-400の

使 用成 績についてみ ると,Marsha11ら2}は425

例 の静脈性腎孟造影法 にConray-400を 使 用 し

,良 好な腎孟 像がえ られた こと,粘 稠 度が低 い

た め急速注入が可能で,一 般に注入 時間は1分

以内であ り,副 作 用 としては局所 の血管痛 が稀

にみ られた ことを記載 してい る.私 共 は50例 に

DR-108を 用 いて静脈性腎孟造影法 を行 なった

が,良 好 に して鮮 明な腎孟像が え られ,そ の静

脈 内注入速度は平均39秒 で あった.す な わ ち

Marsha11ら とほぼ等 しい成績がえ られた.ま

たDR-108とDiatrizoateを 同 一症例20例 に

用いて鮮 明度,注 入速度,副 作用 な どについ て

比較 してみたが,腎 孟像 の鮮 明度 ではDR-108

使 用時 の方がDiatrizoate使 用 時 よ りもやや鮮

明な像が え られた.な お注入速度では,は るか

にDR-108使 用 時 の方が注入 が容易 であった.

す なわ ち この ことはDR-'108の ヨー ド含有量 が

40w/v%,粘 稠 度が37℃ で4.4cpsで あ るの

対 し,Diatrizoateで は37w/v%,9.ユcpsで あ

るこ とに よるもの と考 え られた.

っ いで心血管 造影 法に用いた場合 にっいてみ

る と,Marshal1ら2)は300例 にSeldinger法 で

Conray-400を 用 いて施行 したが,造 影剤 の注

入 が容易 であ り,し か も充分 な血管像が え られ

た ことを報告 し,ま たMuddら3)・ は135例 に用

い,同 様 に注入が容易で,し か も充分 な効果が

え られ た ことを記載 してい る.私 共は経腰的腹

部大動脈造影法5例,逆 行性腹部大動 脈造影法

6例,さ らに選択 的腎動脈 造影 法13例 にDR-108

を使 用 し,充 分 な造影効果 がえ られ,し か も造

影剤 の注入 が容易 で,腎 血 管造影 に要求 される

10m1/secの 速 度 で充分 に注入 す るこ とが でき

た.す なわちMarsha11ら,Muddら と同様

の成績が え られた.な お私共は選択的 腎動脈 造

影法 で,同 一 症例にDR-108と と もにDiatr-

izoateを 使 用 し,鮮 明度,副 作用 につ いて観察

したが,鮮 明度 には差 が認め られず,副 作用で

はDiatrizoateよ りやや多 い ように考 え ら れ

た.

さ らにDR-108を 大 動脈造影 に大量 に翔 いた

場合 の腎に対 す る影響 についてみ る と,Stew-

ardら4}は255例 の 成犬を用 いて逆行性 に腹部大

動脈 にカテーテル'を 挿 入 し,Conray-400を

3ml/Kg以 上 注入 して,注 入前 お よび施行第1

日に採血 してBUNお よびCreatininを 測 定 し

た結 果,Conray-400で は何 らの腎障害を認め

なかった と報告 してい る.私 共 もStewardら

と同様 に して成犬を用 いて逆行性 に腹部大動脈

にカテーテルを挿 入 し,こ れ にDR-108を

4m1/Kg注 入 した時 の腎 に対 す る影 響を施行前

後 の腎生検像 で検討 した ところ,そ の変化 は軽

度で注入後15日 では痕 跡程度 に認 め られ るにす

ぎなかった.ま た腎生検 と同様 のH時 にNPN

を 測 定 したが,そ の変動は15mg/d1以 内 であ

った.す なわ ちStewardら と同様 に腹部大動

脈造影にDR-108を 大 量 に用い て も腎 に対す る

影響はほ とん どない ことが云え る≧、

V旺 結 語

DR-108を 静脈性腎孟造影法50例,腎 動脈造

影法24例 に使用し,つ ぎの結果をえた.

1.造 影効果では,満 足すべき腎孟像,腎 動

脈像がえられた.

2.注 入速度では,静 脈性腎孟造影法および

腎動脈造影法 ともに容易に急速注入が可能で,臨

前者では平均39秒,後 者では腎動脈造影法に要

求される10ml/secの 速度で容易に注 入 し'え

た.

3.副 作用についてみると,静 脈性腎孟造影

法および腎動脈造影法 ともに重篤なものはみ ら

れず,ま た成犬を用いて腹部大動脈内に大量に
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注入 して腎に対 す る影響 を 腎 生 検 像 お よ び

NPNで 検 討 したが,著 明な変化 は認 め られな

かった.

以 上 よりDR一 ユ08は 優 れた尿路 血 管造 影剤

であると考え られた.

文 献

1)杉 田篤生,小野寺豊,鈴 木験一:臨 床皮泌,20:

629,1966,

839

2)Marshall,T.R,,Ling,J.T.&Buchan-

an,J.:Amer.J.Roentg.Rad.Ther.&

Nuc1.Med.,92:676,1964.

3)Mudd,J.G.&Aykent,Y,:Angiology,

15:350,1964,

4)Steward,B.H.,Dimond,R.L.,Ferguson,

C.F.&Shepard,P.B.:J.Urol.,94

695,1965.

(1966年6月6日 特 別 掲 載 受 付)

CO・ONo

鞍

露

uくiヅ

1、

H3COCHN

驚樽

曝

図1

1

ONHCH3

1

DR-108の 構 造 式

∫驚騨 撃響 嚇 扇
ル

翻 撫

穐麟嚢

箋頻

蕩熱

,〆

噸難

灘
髪

泌4
/1

4漁%

瞭
・l

t、tli・
・・'ド 肇

図2.ab

T.K.23才,6,腎 機 能 正 常 例.aはDR-108,bはDiatrizoate各20m1を 用 い て静 脈 性 腎 孟

造影 法 を施 行 し,15分 後 に撮 影 の もの.aはbよ りContrastの 点 で 優れ てい た.
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U.K.23才,9,右 腎 結 核,aはDR-108,bはDiatrizoateを 各20m1用 い て静 脈 性 腎 孟 造 影

法 を 行 な い,そ の15分 後 の撮 影 像 で あ る,aはbよ り明瞭 な 腎 孟 豫 を 示 して い た.
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O.Y・26才,9,両 側 腎結 核,aはDR-108,bはDiatrizoateを 各20m1用 い て 静 脈 性 腎孟

造 影 法 を 施 行 し,15分 後 の撮 影 像 で あ る.aがbよ りや や 鮮 明な 腎 孟 像 を 示 して い る.
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図5.ab

a=1.K.43才,左 腎 結 石 症,DR-108使 用 例.b:O.1.28才,左 腎結 核Diatrizoate使 用

例 の経 腰 的 腹 部大 動 脈 造 影 像.a。b.と もに 鮮 明 な 腎動 脈 像 を 示 して い る.
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S.H.29才,♀,左 腎 結 核 の選 択 的 腎 動 脈 造影 像.右 腎 動 脈 にはDR-108,左 側 に はDiatrizoate

を 使 用 し て造 影 した が,い ずれ も鮮 明な 血 管 像 を示 して い る,
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6号 犬の逆行性腹部大動脈造影法施行3日 後の

腎生検像.(PAS染 色,×100)
Mesangiumの 核増加が認められる.
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8号 犬の逆行性腹部大動脈造影法施行15日 後の

腎生検像(PAS染 色,×100)

Mesangiumの 核増加は非常に軽度となってい

る.
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成犬における腹部大動脈造影施行後の造影剤の
血中残余窒素に及ぼす影響.




